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W can see many feint correlation in the field of distribution 
study, which was made by unsteady variables.  No researchers 
know the mechanism why those relations are different in 
cross-sectional data and in times-series data, when we make 
hypothesis by using unsteady variables.  Most of the theories 










































そこで資料 2 は、変数 1 の分布が正の符号、変数 2 の分布が負の符号であ
る、互いに無相関の変数の分布を示している。この場合、変数 1 は右肩上がり






資料 3 もまた、変数 1 の分布が正の符号、変数 2 の分布が負の符号であるの









資料 ３ （図）変数 １ は右肩下がり、変数 ２ は右肩下がり
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年度 小売店数 販売額（月間） 一店あたり 一店あたり
（千店） （億円） 販売額（億円） 従業員数（人）
昭和2７（1952）年 1,205 1,530 1.2７ 2.2
昭和29（1954）年 1,334 2,268 1.７0 2.4
昭和33（1958）年 1,445 3,1７5 2.20 2.8
昭和35（1960）年 1,51７ 4,055 2.6７ 2.9
資料 ６ （図）　循環型変数とライフサイクルでも見せかけの相関関係が生じる
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大阪学院大学商･経営学論集　第40巻 第 2 号
(5922)
ことは、時系列データにおける関係を保証するものではないというメカニズム
を知る必要がある。そしてそのためには、非定常性という新しい概念を使うこ
とが必要である。
以上。
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